
▼高野さんとの意見交換会のようす

▲ラベル作成に取り組む女性職員

映画「星守る犬」プロデューサーの同氏が来名
し、原

案・脚本・企画・製作を手掛け、昨年公開した
映画の

鑑賞会と講演会が市内映画館で開催されました。

「士別市多寄町～名寄ＩＣ間の高速交通ネットワーク
の促進に関する要望会」が風連庁舎で行われ、促進を
求める市民有志200人が会場に訪れました。

809点の応募の中から最優秀賞に３人､優秀賞に12人

が選ばれました。入賞作品は今月から３回に分けて広

報に掲載します(詳しくは５ページをご覧ください)。

　平成25年10月にマスター

ソムリエの高野豊さんによ

り、地元のもち米を使用し

た本みりんを作ることが決

定しました。

　現在、そのみりんのラベ

ルデザインの作成を市の女

性職員８人の有志が集まっ

て取り組んでいます。

　また、みりんはもともと甘い飲用酒類として楽しまれてい

たことから、「飲めるみりん」をコンセプトに実際にみりん

を試飲し、新しい飲み方なども考案。

　11月26日(火)に高野氏が来名し､意見交換会を行いました｡

高野さんに現段階で考案中であるラベルデザインやコンセプ

トなどを説明し、アドバイスを受けました。

　みりんは春頃にお披露目予定です。

　すてきなみりんの完成をお楽しみに。

｢『全てを力に』と日常においても諦めずに続ければ

何か変化がうまれる｣との有森さんの講演に訪れた市

民は真剣に聞き入っていました。

 広報なよろ第94号 20 広報なよろ第94号 20



12月１日に南相馬市で開催された「野馬追の里健康マ

ラソン大会」に参加した市内の小中学生８人が名寄庁

舎を訪れ、加藤市長に結果報告を行いました。

駅前交流プラザ「よろーな」で開催。サンタクロース
と子ども達との交流やスイーツフェア、ハンドベルコ
ンサートなどが行われ、にぎわっていました。

17団体が出店した販売コーナーのほか、野菜の重さ当
てクイズ、試食コーナー、もちつきなど様々なイベン
トが行われ会場を盛り上げました。

市ホームページ「フォトでおしらせ」、市公式ｆａｃｅｂｏｏｋ

でもまちの話題をお知らせしています。ぜひご覧ください。

市ホームページ「フォトでおしらせ」、市公式ｆａｃｅｂｏｏｋ

でもまちの話題をお知らせしています。ぜひご覧ください。

南、東、西の３保育所でそれぞれ開催。保

護者がお手伝いに訪れ、子ども達はつきた

てのおもちを食べて笑みがこぼれていました。

　12月３日(火)にＶ・プレミ

アリーグ(バレーボール)の新

人内定選手が発表され、旭川

実業高校女子バレーボール部

主将の奥山優奈さんがＮＥＣ

レッドロケッツに入団するこ

とが内定しました。

　奥山さんは風連地区出身。

ママさんバレーをやっていた

母の影響で小学２年生のとき

にバレーボール少年団に入団

し、バレーを始めました。

　中学校３年生のときに北海

道選抜に選出。

　高校では、１年生のときに

センター、２年生からはレフ

ト、昨年夏の高校総体(インターハイ)後はセッターに転向。

セッター歴はまだ浅いですが、練習を積み重ねたこと、持ち

前の潜在能力の高さ、さわやかな笑顔でチームを引っ張り、

春の高校バレー北海道大会などの

大会でチームを優勝に導きました。

　

▲ＮＥＣ入団が内定した奥山さん

▲サーブを打つ奥山さん

　(旭川実業高校提供)

奥山さんから入団について

コメントをいただきました

　自分の目標であり、夢だっ

たのでとても嬉しいです。今

まで関わってくれたすべての

人に感謝しています。入って

からが勝負なので、たくさん

のことを学び、吸収して活躍

できるように頑張ります。
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およそ50人の関係者が出席。代表して五十嵐正幸氏は
「地域のために有効利用していきたい」とあいさつ。
本市初であるメガソーラー施設の完成を祝いました。

道内外から男子95人、女子16人がエントリー。選手た

ちのアーチ合戦が展開され、男子は下川町出身の岡部

孝信選手、女子は吉泉賀子選手が優勝しました。

市民13人が参加。名寄地区手打ちそば愛好会が講師と

なり、水まわし、こね、のばし、切る、ゆでるまでの

工程を教わりました。

名寄出身の３選手(谷田・滝ケ平・吉川)が同選手権で

優勝し、日本代表としてアジア大会に出場します。名

寄庁舎を訪れ、加藤市長に優勝報告を行いました。 

豊かな人間性や考える力を育むことを目的として市立
図書館が主催。市内各校から推薦のあった129点の中
から学年ごとに入選者が決定しました。

男女共同参画の意識を広げていくことを目的に、マン

ガ「だめんず・うぉ～か～」の作者である倉田真由美

さんを招き、講演やグループ討論を行いました。
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